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○平成 28年度版『伝え合う言葉 中学国語２』年間学習指導計画・評価規準（案） 新学習指導要領との対応例 

2018.11 教育出版 国語編集部 

※移行措置に関する教材については，表の最後に示している。指導時期については，適宜設定してお取り扱いいただきたい。 

指

導 

時

期 

単

元 
教材名 

配当 

時数 
教材目標 学習活動の流れ 評価規準例 

現行学習指導

要領との対応 

新学習指導要

領との対応例 

（＊）は本教科

書独自の言語活

動例 

（＊）は本教科

書独自の言語活

動例 

４

月 

一 

言
葉
が
照
ら
し
出
す 

虹の足 ２ 

（内，書

１） 

●見えている

「虹の足」に

よって，見え

ていない「虹

の足」につい

て考える。 

１ 「虹の足」などの比喩

的な表現が表している

ものを考えながら，感想

を交流することをとお

してこの詩にこめられ

た作者の感動を読み取

る。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・詩を読み，内容や表現の仕

方について理解しようと

している。 

◇読む能力 

・「虹の足」と「他人には見

えて／自分には見えない幸

福」との関連について考えて

いる。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・抽象的な概念を表す語句や

さまざまな表現方法（表現

技法）について理解してい

る。 

Ｃ(1)ア 

伝国(1)イ（イ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ア 

思判表Ｃ(1)イ 

知技(1)エ 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)イ 

２ 比喩で題名を決め，詩

を創作する。 

◇書く能力 

・描写を工夫して詩を創作し

ている。 

Ｂ(1)ウ 思判表Ｂ(1)ウ 

【話す聞く】 

質問する力を

つける 

１ （●解答を得る

ために質問

し，答えを考

える。） 

（●どのように

質問すれば必

要な情報を得

られるかを考

える。） 

１ グループで，封筒の中

に隠された言葉を当て

るために，内容を考えて

質問し合う。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・必要な情報を得るために，

積極的に質問を繰り返そ

うとしている。 

◇話す・聞く能力 

・必要な情報を得るために質

問をし，それに対する回答

を注意して聞き，自分が考

えていた答えと比較して

いる。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて話や文

章の形態や展開に違いが

あることを理解している。 

Ａ(1)エ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ａ(2)ア 

思判表Ａ(1)エ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ａ(2)ア 

タオル ６ ●描写の効果や

登場人物の言

動の意味に着

目して，作品

を読み深め

る。 

●少年の気持ち

が変化するこ

との意味につ

いて，自分の

考えをもつ。 

１ 全文を通して読み，登

場人物やあらすじにつ

いて確認する。初発の感

想を書き，読みの課題を

整理する。 

２ 祖父をめぐる人々の

思いを捉え，祖父の人物

像について考える。 

３・４ 場面ごとの「少年」

の心情の変化を捉え，そ

の理由も考える。 

５ 「涙」に着目して，少

年の変化を捉える。 

６ 「タオル」が果たした

役割について考えをも

つ。語り方の特徴とその

効果を捉え，まとめの感

想を書く。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・物語を読んで，内容や表現

の仕方について感想を交

流しようとしている。 

◇読む能力 

・描写の効果，登場人物の言

動の意味などを考え，内容

の理解に役立てている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・登場人物がさまざまな呼ば

れ方をしていることにつ

いて考えている。 

Ｃ(1)ア 

Ｃ(1)イ 

伝国(1)イ（イ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ア 

思判表Ｃ(1)ア 

知技(1)エ 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)イ 
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【話す聞く】 

図表を用いて

提案する 

４ ●台本をもと

に，プレゼン

テーションを

する。 

●図表などの資

料を用いて，

構成や展開を

考えて話す。 

１ 全文を読み，図表を用

いて提案するために，ど

のような順序で活動す

ればよいのかを確認す

る。 

２ 調査などを行い，収集

した情報をもとに，資料

を作成する。 

３ プレゼンテーション

のための台本を作る。 

４ 資料を提示しながら，

プレゼンテーションを

行い，提案のあり方につ

いて友達と意見を交換

する。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・調べてわかったことや考え

たことなどに基づいて発

表しようとしている。 

◇話す・聞く能力 

・異なる立場を想定して，図

表などの資料を用いなが

ら，論理的な構成や展開を

考えて発表している。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，話や

文章の形態や展開に違い

があることを理解してい

る。 

Ａ(1)アＡ(1)イ

Ａ(1)ウ伝国(1)

イ（オ） 

■言語活動例 

Ａ(2)ア 

思判表Ａ(1)ア

思判表Ａ(1)イ

思判表Ａ(1)ウ

知技(2)イ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ａ(2)ア 

５

月 

 

言葉の小窓１ 

方言と共通語 

 

言葉（解説）

１ 

方言と共通語 

２ ●方言と共通語

の特徴につい

て知る。 

１ 『言葉の小窓 １ 方

言と共通語』を読んで方

言で書かれた文を読み

比べ，気づいたことを話

し合い，方言と共通語に

ついて理解を深める。 

２ 第１時を踏まえ，新し

い方言や社会方言につ

いて知る。方言と共通語

の使い分けについて考

え，自分たちの言語生活

を振り返る。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・共通語と方言の特徴を踏ま

え，すすんで課題に取り組

もうとしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・共通語と方言の果たす役割

について理解している。 

伝国（1）イ（ア） （１年 知技

（3）ウ） 

 

二 

関
係
を
掘
り
起
こ
す 

日本の花火の

楽しみ 

５ 

（内，書

１） 

●筆者のものの

見方や考え方

を捉え，「日

本の花火の魅

力」について

まとめる。 

●全体と部分と

の関係に着目

して文章を読

む。 

１ 全文を通読し，筆者が

読者に問いかけている

一文を抜き出し，その答

えを一文でまとめる。 

２ 第二大段落から，日本

の花火の美しい形・色を

実現するための花火玉

の仕組みについて示さ

れているところを抜き

出す。 

３ 第三大段落から，花火

師の理想とする花火の

「形」や「変化」が示さ

れているところを抜き

出し，理想の花火につい

て話し合う。 

４ 第四大段落の結論部

分を踏まえながら，筆者

が述べている日本の花

火の魅力について，その

中の一つを選び，文章に

まとめる。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・筆者のものの見方や考え方

に関心をもち，「日本の花

火の魅力」についてまとめ

ようとしている。 

◇読む能力 

・文章全体と部分との関係に

着目して，説明の仕方を捉

えて読んでいる。 

・筆者のものの見方や考え方

を捉えるとともに，「日本

の花火の魅力」についてま

とめている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・抽象的な概念を表す語句に

注意し，その意味を的確に

理解して読んでいる。 

Ｃ（1）ア 

Ｃ（1）イ 

伝国（1）イ（イ） 

■言語活動例 

Ｃ（2）イ 

思判表Ｃ(1)ア 

知技(1)エ 

知技(2)ア 

知技(2)イ 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)ア 

５ 私たちの社会や日常

生活の中で思い起こさ

れる「日本の○○の魅

力」について，文章にま

とめる。 

◇書く能力 

・「日本の○○の魅力」につ

いて，多様な方法で材料を

集めながら，自分の考えを

まとめている。 

Ｂ(1)ア 思判表Ｂ(1)ア 

６

月 

【書く】 

新聞の投書記

事を書く 

５ ●自分の意見

（立場）にそ

って投書記事

を書く。 

●「構成の型」

を用いて，文

章を書く。 

１ 新聞の投書記事を書

くための活動の流れと，

「構成の型」を確認す

る。 

２ 「表現テーマ例集」を

参考にして，投書記事の

テーマを決める。 

３ 「構成の型」を用いて

投書記事を書く。 

４ 自分の意見を振り返

◇国語への関心・意欲・態度 

・多様な考えができる事柄に

ついて，立場を決めて意見

を述べる文章を書こうと

している。 

◇書く能力 

・社会生活の中から課題を決

め，多様な方法で材料を集

めながら，立場を明確にし

て，文章の構成を理解して

Ｂ(1)ア 

Ｂ(1)イ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ｂ(2)イ 

思判表Ｂ(1)ア 

思判表Ｂ(1)イ 

知技(1)ア 

知技(2)イ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ｂ(2)ア 
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り，表現や構成に注意し

て，推敲する。 

５ 書いた文章を友達と

読み合い，意見を交換す

る。 

自分の意見を書いている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，話や

文章の形態や展開に違い

があることを理解してい

る。 

漢字の広場１ 

まちがえやす

い漢字 

１ ●似た形やまち

がえやすい漢

字についての

理解を深め

る。 

１ 似た形やまちがえや

すい漢字についての理

解を深め，正しい字形で

漢字を書くようにする。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・字形の似た漢字やまちがえ

やすい漢字について興味

をもち，その違いを積極的

に見つけようとしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・字形と音，字形と意味の関

係を理解し，正しい字形で

漢字を書いている。 

伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)ウ 

言葉の小窓２ 

話し言葉と書

き言葉 

 

言葉（解説）

２ 

話し言葉と書

き言葉 

２ ●話し言葉と書

き言葉の，そ

れぞれの特徴

を捉える。 

１ 『言葉の小窓 ２ 話

し言葉と書き言葉』を読

んで，課題意識をもち，

話し言葉と書き言葉の

違いについて考えるた

め，「考えよう」の変換

作業に取り組む。 

２ 「考えよう」の結果を

もとにして，話し言葉と

書き言葉のそれぞれの

特徴やその理由，特徴の

生かし方などについて

考える。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・話し言葉と書き言葉の特徴

について，日常生活に即し

て考えようとしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・話し言葉と書き言葉の，そ

れぞれの特徴をあげてい

る。 

伝国(1)イ（ア） 知技(1)イ 

三 

自
己
を
ひ
ら
く 

夢を跳ぶ ４ 

（内，書

２） 

●さまざまな方

法で集めた情

報の中から適

切なものを選

び，自分の考

えをまとめ

る。 

１ 『夢を跳ぶ』を読み，

感想や関心をもった点

などについて意見を交

流する。 

２ 「みちしるべ」を読み，

自分の考えをまとめる

ための方法と手順を確

認したうえで課題を決

める。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・本や文章などから適切な情

報を得て，課題を調べよう

としている。 

◇読む能力 

・それぞれの特徴を生かした

情報収集の手段を理解し

ている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，情報

を整理している。 

Ｃ(1)オ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ウ 

思判表Ｃ(1)イ 

知技(2)イ 

知技(3)エ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)ウ 

３ 課題についての理解

を深めるために，マッピ

ングなどで自分の課題

を決め，図書館やインタ

ーネットを活用して資

料を集める。 

４ さまざまな方法で集

めた資料や情報を整理

して，自分の考えをレポ

ートにまとめる。 

◇書く能力 

・多様な方法で材料を集めな

がら，自分の考えをまとめ

ている。 

Ｂ(1)ア 思判表Ｂ(1)ア 

７

月 

物語を読み解

く 

３ ●言語表現を映

像表現に変換

することで，

それぞれのメ

ディアの特性

を知り，解釈

を広げる。 

１ 作品を読むことと「語

り直す」こととを，『ご

んぎつね』についての記

憶と結びつけて考える。 

２ 『ごんぎつね』の四つ

の絵コンテから，映像や

作り手の捉え方につい

て考える。 

３ 「言語の『語り』，映

像の『語り』」を読み，

それぞれのメディアの

特性について考えを深

◇国語への関心・意欲・態度 

・言語表現と映像表現のそれ

ぞれの特徴を比較し，作品

についての自分の考えを

深めようとしている。 

◇読む能力 

・読んだ文章から適切な情報

を得て，言語表現と映像表

現の違いについて考えて

いる。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

Ｃ(1)オ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ア 

Ｃ(2)ウ 

思判表Ｃ(1)オ 

知技(2)イ 

知技(3)エ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)イ 

思判表Ｃ(2)ウ 
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める。 ・相手や目的に応じて，話や

文章の形態や展開に違い

があることを理解してい

る。 

文法の小窓１ 

活用のない自

立語 

 

文法（解説）

１ 

活用のない自

立語 

２ ●活用のない自

立語を理解す

る。 

１ 名詞，指示語の種類と

用法について理解を深

める。 

２ 連体詞，副詞，接続詞，

感動詞の種類や用法に

ついて理解を深める。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・活用のない自立語の性質や

はたらきについて理解し

ようとしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・活用のない自立語の性質や

はたらきについて理解し

ている。 

伝国(1)イ（エ） 知技(1)オ 

漢字の広場２ 

漢字の成り立

ち 

１ ●漢字の成り立

ちについての

理解を深め

る。 

１ 漢字の六種類の成り

立ちを理解し，身のまわ

りの漢字を分類する。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・漢字の成り立ちに興味をも

ち，それについての知識を

深めようとしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・漢字の成り立ちの六つの原

理について理解している。 

伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)ウ 

９

月 

四 

表
現
を
見
つ
め
る 

近代の短歌 ３ 

（内，書

１） 

●情景や心情を

掘り起こし，

声に出して短

歌を読む。 

１ 声に出して短歌を読

み，情景や心情を味わ

う。 

２ 鑑賞文を交流するこ

とをとおして，情景や心

情を示している表現に

着目し，短歌にこめられ

た思いや感動を読み取

る。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・内容や表現の仕方について

感想を交流しようとして

いる。 

◇読む能力 

・描写の効果を考え，内容の

理解に役立てている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・作品の特徴を生かして朗読

するなどして，近代短歌の

世界を楽しんでいる。 

Ｃ(1)ア 

Ｃ(1)イ 

伝国(1)ア（ア） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ア 

思判表Ｃ(1)ア 

知技(1)エ 

知技(3)ア 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)イ 

３ 短歌のきまりを知り，

短歌を創作する。 

◇書く能力 

・情景や心情が効果的に伝わ

るように取り入れて，創作

している。 

Ｂ(1)ウ 思判表Ｂ(1)ウ 

夏の葬列 ６ ●構成や展開の

特徴を捉え，

人物の心情の

変化について

感想を交流す

る。 

●人物の描写や

人称代名詞に

着目し，その

役割や効果に

ついて理解を

深める。 

１ 全文を通して読み，難

しい語句について調べ，

あらすじを把握する。 

２ 物語の展開を捉え，感

想の交流をとおして読

みの課題を設定する。 

３ 人物の心情の変化を

捉え，それについて感想

を交流する。 

４ 結末部分について考

えを深め，話し合いをす

る。 

５ 物語の展開や表現の

工夫がどのような効果

をもたらしているか考

える。 

６ 主人公の人称の使い

分けを比較し，その効果

について話し合う。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・人物の描写や人称代名詞に

着目し，その役割や効果に

ついて理解を深めようと

している。 

◇読む能力 

・構成や展開の特徴を捉え，

人物の心情の変化につい

て感想を交流している。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・指示語の役割や効果につい

て理解している。 

Ｃ(1)イ 

Ｃ(1)ウ 

伝国(1)イ（イ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ア 

思判表Ｃ(1)ア 

思判表Ｃ(1)エ 

知技(1)エ 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)イ 
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【書く】 

写真から物語

を創作する 

４ ●表現の仕方を

工夫して，物

語を創作す

る。 

●描写や比喩な

どを用いて，

心情を効果的

に伝える。 

１ 写真Ａ，Ｂの人物像を

設定し，比喩や描写を用

いて表現する。 

２ 他の写真と組み合わ

せて人物との関連を考

える。会話やできごとな

どを加え，物語の筋を決

める。 

３ 描写や比喩を用いな

がら，物語を創作する。 

４ 作品を読み返し，心情

を効果的に伝える工夫

について振り返る。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・表現の仕方を工夫して，物

語を創作しようとしてい

る。 

◇書く能力 

・心情が効果的に伝わるよう

に，描写や比喩などを取り

入れて書いている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，話や

文章の形態や展開に違い

があることを理解してい

る。 

Ｂ(1)ウ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ｂ(2)ア 

思判表Ｂ(1)ウ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ｂ(2)ウ 

漢字の練習１ ― ― ― ― 伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)ウ 

10

月 

漢字の広場３ 

漢字の多義性 

１ ●漢字の多義性

についての理

解を深める。 

１ 漢字の多義性につい

ての理解を深め，熟語を

正しく書き表す。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・漢字の多義性について興味

をもち，それについての理

解を深めようとしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・漢字のもつ複数の異なる意

味を理解し，熟語を正しく

書き表している。 

伝国(1)イ（イ） 

伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)エ 

知技(1)ウ 

五 

伝
統
を
見
い
だ
す 

敦盛の最期 ３ ●登場人物の言

動や心情につ

いて話し合

い，作品の理

解を深める。 

●文章の特徴を

生かして朗読

し，物語に親

しむ。 

１ 『平家物語』冒頭を歴

史的仮名遣いに注意し

て音読し，『平家物語』

の中心思想を理解する。 

２ 「敦盛の最期」を歴史

的仮名遣いに注意して

音読し，登場人物を確認

してせりふの主語を確

定する。 

３ 記述を根拠にして登

場人物の心情を読み取

ったあと，一人で，ある

いは役割を決めて朗読

し，作品世界を味わう。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・文章の特徴や内容をおさえ

て朗読しようとしている。 

◇読む能力 

・登場人物の言動からわかる

ことをノートにまとめ，そ

れを根拠に話し合ってい

る。 

・七五調のリズムや音便，擬

態語・擬音語を意識して朗

読している。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・歴史的仮名遣いのきまりを

理解して，朗読している。 

伝国(1)ア（ア） 

伝国(1)ア（イ） 

Ｃ(1)イ 

■言語活動例 

Ｃ(2)ア 

知技(3)ア 

知技(3)イ 

思判表Ｃ(1)ア 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)イ 

随筆の味わい ３ ●古人のものの

見方や考え方

に対して，自

分の考えをも

つ。 

●言葉の意味を

正確に捉えな

がら読み，筆

者の思いを想

像する。 

１ 仮名遣いに注意しな

がら音読し，どのような

季節感や人間観が述べ

られているか課題をも

つ。 

２ 『枕草子』を読んで季

節の情景を捉え，感想を

交流する。 

３ 『徒然草』を読んで筆

者の考え方を捉え，それ

に対する自分の考えを

文章にまとめる。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・古人のものの見方や考え方

に関心をもち，自分の考え

を書こうとしている。 

◇読む能力 

・古人のものの見方や考え方

に対して，自分の考えをも

っている。 

・言葉の意味を正確に捉えな

がら読み，筆者の思いを想

像している。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・古語の意味を正確に捉えて

いる。 

伝国(1)ア（イ） 

Ｃ(1)エ 

■言語活動例 

Ｃ(2)イ 

知技(3)イ 

思判表Ｃ(1)オ 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)イ 
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二千五百年前

からのメッセ

ージ 

３ ●表現を確かめ

ながら，内容

について自分

の考えをまと

める。 

●文章の特徴を

生かしながら

音読したり暗

唱したりし

て，漢文の表

現に慣れる。 

１ 書き下し文を音読し

たり暗唱したり，現代語

訳を確認したりするこ

とで，各章句の意味を捉

える。 

２ 教科書の章句の中か

ら一つを選ばせて，その

よさについて話し合う。 

３ 『論語』の言葉で心に

響いた表現や内容につ

いて自分の考えをまと

め，好きな孔子の言葉を

暗唱させる。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・文章の特徴や孔子の考えに

関心をもち，暗唱しようと

している。 

◇読む能力 

・孔子のものの見方や考え方

の中で心に響いた表現や

内容について，自分の考え

をまとめている。 

・作品の特徴を生かして音読

や暗唱をしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・二千五百年前もの昔の言葉

が現在もことわざや成句

として生き続けている生

活を振り返って確かめて

いる。 

伝国(1)ア（ア） 

Ｃ(1)エ 

■言語活動例 

（＊） 

知技(3)ア 

思判表Ｃ(1)オ 

■言語活動例 

（＊） 

【書く】 

お礼の手紙を

書く 

４ ●相手や目的に

応じて，お礼

の手紙を書

く。 

●「推敲のポイ

ント」にそっ

て手紙を推敲

する。 

１ 誰にどのようなお礼

の手紙を書くのかを決

め，手紙の形式などにつ

いて確認する。 

２ 「していただいたこ

と」などをメモに書き出

し，手紙の形式を踏まえ

て下書きをする。 

３ 教科書Ｐ130の「推敲

のポイント」にそって下

書きを推敲する。 

４ 友達と下書きを読み

合ったあとに清書する。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・相手や目的を意識して，お

礼の手紙を書こうとして

いる。 

◇書く能力 

・書いた手紙を読み返し，語

句の使い方，文や段落相互

の関係などに注意して，読

みやすくわかりやすい文

章にしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，話や

文章の形態や展開に違い

があることを理解してい

る。 

Ｂ(1)エ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ｂ(2)ウ 

思判表Ｂ(1)エ 

知技(1)ア 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ｂ(2)イ 

11

月 

言葉の小窓３ 

敬語 

 

言葉（解説）

３ 

敬語 

２ ●敬語のはたら

きや特徴につ

いて知る。 

１ 敬語のはたらきと用

法について理解する。 

２ 敬語を使って手紙を

書き，グループ内で紹介

する。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・敬語の種類とはたらきにつ

いて理解しようとしてい

る。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・敬語の種類とはたらきにつ

いて理解している。 

伝国(1)イ（ア） 知技(1)ア 

知技(1)カ 

坊っちゃん ３ ●わが国を代表

する作家とそ

の作品につい

てふれ，近代

の小説や物語

を読む。 

１ 『坊っちゃん』を読み，

作品の続きを予想する。 

２ さまざまな資料を参

考にして，近代の小説や

物語を探して読む。 

３ 自分の読んだ小説や

物語の内容紹介をとお

して，近代文学への関心

を深める。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・近代を代表する作家とその

作品に興味をもち，近代文

学を読もうとしている。 

◇読む能力 

・作品に登場する人物や，作

品のあらすじを捉えてい

る。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・近代文学に使われている語

句や表現の効果について

考えている。 

Ｃ(1)オ 

伝国(1)ア（イ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ウ 

思判表Ｃ(1)イ 

知技(3)イ 

知技(3)エ 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)ウ 
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六 

他
者
と
生
き
る 

水の山 富士

山 

３ ●富士山の恵み

について，筆

者の考えを捉

え，自分の考

えをまとめ

る。 

●取り上げてい

る事例の提示

の仕方と，問

いと答えの関

係を確かめな

がら読む。 

１ 全文を通して読んで

概要を捉え，小見出しを

考えながら段落分けを

する。 

２ 事例の提示や，問いと

答えの関係を確かめな

がら読む。 

３ 富士山の恵みについ

ての筆者の考えを捉え，

それについての自分の

考えをまとめる。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・筆者の考えや説明的文章の

表現について関心をもち，

自分の考えを述べようと

している。 

◇読む能力 

・筆者の考えや文章の構成や

展開，表現の仕方につい

て，根拠を明確にして自分

の考えをまとめている。 

・事例の提示の仕方を的確に

把握し，筆者の論の組み立

てをおさえて，筆者が解明

した「富士山の原理」を捉

えている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・文の中の文の成分の順序や

照応，文の構成などについ

て考えている。 

Ｃ(1)ア 

Ｃ(1)イ 

Ｃ(1)ウ 

伝国(1)イ（ウ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)イ 

思判表Ｃ(1)ア 

思判表Ｃ(1)エ 

知技(1)エ 

知技(1)オ 

知技(2)ア 

知技(2)イ 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)ア 

ガイアの知性  ５ 

（内，話

聞１） 

●自然や知性に

対する筆者の

考え方につい

て，自分の考

えをまとめ

る。 

●文章の構成や

展開，表現の

仕方を確かめ

ながら，筆者

の考えの根拠

を明確にして

読む。 

１ 全文を通読し，問題と

主張の関係を把握した

うえで，「鯨と象」と「人

間」の二つの「知性」の

対比構造を捉える。 

２ 第一大段落の二つの

問題提起を捉え，第二大

段落以降の解決に関わ

る重要語句を見いだす。

また，第二大段落では，

「鯨や象」の「高度な『知

性』」の実体を捉える。 

３ 第三大段落では，全体

を集約する「攻撃的な知

性」と「受容的な知性」

の関係を捉え，それをも

とにしている筆者の提

言・主張の妥当性につい

て判断する。 

４ 筆者の主張に対する

自分の意見を文章にま

とめる。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・自然や知性に対する筆者の

考え方について関心をも

ち，自分の考えをもとうと

している。 

◇読む能力 

・筆者の提言・主張に対して

自分なりの考えを形成し，

文章などに表現している。 

・文章全体と部分との関係に

着目して読み，筆者のもの

の見方や考え方，および主

張について捉えている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・抽象的な概念を表す語句，

類義語と対義語，同音異義

語や多義的な意味を表す

語句に注意し，その意味と

類義や対義の対応関係を

的確に理解して読んでい

る。 

Ｃ(1)ア 

Ｃ(1)イ 

Ｃ(1)ウ 

Ｃ(1)エ 

伝国(1)イ（ウ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)イ 

思判表Ｃ(1)ア 

思判表Ｃ(1)エ 

思判表Ｃ(1)オ 

知技(1)エ 

知技(1)オ 

知技(1)ア 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)ア 

５ 二つの文章の特徴や，

筆者の考えに対する自

分の考えなどについて，

論理的な構成を考えて

話し，友達と自分の考え

とを比較しながら聞く。 

◇話す・聞く能力 

・異なる立場や考えを踏まえ

て自分の考えをまとめて

話すとともに，話の論理的

な構成に注意して聞き，自

分の考えと比較している。 

Ａ(1)イ 

Ａ(1)エ 

思判表Ａ(1)イ 

思判表Ａ(1)エ 

漢字の練習２ ― ― ― ― 伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)ウ 

12

月 

【話す聞く】 

話を聞いて自

分の考えと比

べる 

４ ●友達のスピー

チを聞いて，

自分の考えと

比べる。 

●論理や構成の

仕方を評価し

ながら聞く。 

１ 自分の考えを広げる

ための聞き方について

確認する。 

２ 話す側，聞く側の役割

を確認し，聞き手はスピ

ーチを聞き，自分の考え

と比較しながら評価す

る。 

３ 前時の学習を振り返

り，友達のスピーチを聞

く。 

４ 自分の考えがどのよ

うに広がったのかをま

◇国語への関心・意欲・態度 

・話し手が話しやすい聞き方

について考えたり，話を聞

いて意見を述べたり質問

をしたりしようとしてい

る。 

◇話す・聞く能力 

・話の論理的な構成や展開な

どに注意して聞き，自分の

考えと比較している。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，話や

Ａ(1)エ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ａ(2)ア 

思判表Ａ(1)エ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ａ(2)ア 
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とめる。よりよい聞き方

について友達と話し合

う。 

文章の形態や展開に違い

があることを理解してい

る。 

【書く】 

意見文を読み

合う 

４ ●筆者の主張に

対する意見文

を書く。 

●互いに読み合

い，文章の表

現を高める。 

１ 『ガイアの知性』を読

み，筆者の自然観（主張）

を捉え，自分の考えをも

つ。 

２ 「序論－本論－結論」

の構成で，根拠をあげ

て，意見文を書く。 

３ 書いた文章を推敲す

る。 

４ 「交流カード」や付箋

などを用いて，友達と文

章を読み合ったあとに，

清書する。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・多様な考えができる事柄に

ついて，立場を決めて意見

を述べる文章を書こうと

している。 

◇書く能力 

・書いた文章を互いに読み合

い，文章の構成などについ

て，意見を述べたり助言し

たりしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，話や

文章の形態や展開に違い

があることを理解してい

る。 

Ｂ(1)オ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ｂ(2)イ 

思判表Ｂ(1)オ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ｂ(2)ア 

文法の小窓２ 

活用のある自

立語 

 

文法（解説）

２ 

活用のある自

立語 

３ ●用言の活用と

種類・用法を

理解する。 

１ 活用のある自立語に

ついて理解を深める。 

２ 「解説」を参考に，動

詞の種類や役割につい

て理解を深める。 

３ 「解説」を参考に，形

容詞や形容動詞の活用

や役割について理解を

深める。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・用言の活用を中心に，それ

ぞれの品詞の性質とはた

らきについて理解しよう

としている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・用言の活用を中心に，それ

ぞれの品詞の性質とはた

らきについて理解してい

る。 

伝国(1)イ（エ） 知技(1)オ 

１

月 

七 

自
己
と
対
話
す
る 

学ぶ力 ５ 

（内，書

１） 

●筆者のものの

見方や考え方

を捉え，知識

や体験と関連

づけて自分の

考えをまとめ

る。 

●文章全体と部

分との関係

や，例示など

の効果を捉え

る。 

１ 全文を通して読み，文

章の構成や展開に注意

して概要を捉える。 

２ 全文を，提案･解説･

例示の観点から整理し，

「学ぶ力が伸びる」条件

をまとめる。 

３ 筆者の主張を読むこ

とをとおして，自分の体

験を思い起こしたり考

えを深めたりする。 

４ 文章の構成や例示な

どの，表現の工夫や効果

について考える。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・筆者のものの見方や考え方

に関心をもち，知識や体験

と関連づけて自分の考え

をまとめようとしている。 

◇読む能力 

・筆者のものの見方や考え方

を捉え，知識や体験と関連

づけて自分の考えをまと

めている。 

・文章の全体と部分との関係

や，例示などの効果を捉え

ている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，話や

文章の形態や展開に違い

があることを理解してい

る。 

Ｃ(1)ア 

Ｃ(1)イ 

Ｃ(1)エ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)イ 

思判表Ｃ(1)ア 

思判表Ｃ(1)オ 

知技(1)エ 

知技(2)ア 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)ア 

５ 筆者の考えを踏まえ

て，小学校からの学びを

振り返り，文章にまとめ

る。 

◇書く能力 

・事実や事柄，意見が効果的

に伝わるように，説明や具

体例を加えて書いている。 

Ｂ(1)ウ 思判表Ｂ(1)ウ 



9 

 

【書く】 

四コマ漫画か

ら意見文を書

く 

６ ●複数の考え方

がある問題に

ついて，意見

文を書く。 

●自分の主張の

根拠を示し

て，文章を書

く。 

１ 根拠が明確な文章を

書くための順序や方法

について理解する。 

２ 四コマ漫画を読んで

自分の「課題」をもつ。 

３ 自分の考えを 「事実」

「理由づけ」「主張」の

形で整理し，「主張」の

根拠を明確にする。 

４ 「頭括型」「尾括型」

「双括型」から構成を選

び，意見文を書く。 

５ 書いた文章を推敲す

る。 

６ 友達と文章を読み合

い，説得力のある文章に

ついて考える。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・多様な考えができる事柄に

ついて，立場を決めて意見

を述べる文章を書こうと

している。 

◇書く能力 

・自分の立場を明確にして，

「事実」「理由づけ」「主

張」を整理し，根拠をあげ

て，文章を書いている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じた文章の

形態や展開の違いを理解

している。 

Ｂ(1)ア 

Ｂ(1)イ 

Ｂ(1)ウ 

Ｂ(1)エ 

Ｂ(1)オ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ｂ(2)イ 

思判表Ｂ(1)ア 

思判表Ｂ(1)イ 

思判表Ｂ(1)ウ 

思判表Ｂ(1)エ 

思判表Ｂ(1)オ 

知技(2)ア 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ｂ(2)ア 

２

月 

言葉の小窓４ 

類義語・対義

語・多義語・

同音語 

 

言葉（解説）

４ 

類義語・対義

語・多義語・

同音語 

２ ●日常の生活で

使う言葉を，

いつもと違っ

た視点から捉

え直す。 

１ 類義語と対義語の意

味や特徴を理解し，例文

を調べたり，考えたりし

て用法を知る。 

２ 多義語や同音語の意

味や特徴を理解し，例文

を調べたり，考えたりし

て用法を知る。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・類義語と対義語，多義語や

同音語について，興味をも

って学習しようとしてい

る。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・類義語と対義語，多義語や

同音語について理解し，語

感を磨き語彙を豊かにし

ている。 

伝国(1)イ（イ） 知技(1)エ 

漢字の練習３ ― ― ― ― 伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)ウ 

八 

考
え
を
交
流
す
る 

レモン哀歌  １ ●語りかける言

葉に向き合っ

て，思いと向

き合う。 

１ 「レモン」のもつ意味

や作者の実像などを重

ねて詩を朗読すること

で，作品の世界を味わ

う。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・詩の内容や表現について，

捉えようとしている。 

◇読む能力 

・詩の内容や表現に注目し，

「わたし」が「あなた」に

どのような思いをもって

いるかを想像している。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・「レモン」という語句に託

された象徴的な意味につ

いて理解している。 

Ｃ(1)ウ 

Ｃ(1)エ 

伝国(1)イ（イ） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ア 

思判表Ｃ(1)エ 

思判表Ｃ(1)オ 

知技(1)エ 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)イ 

【話す聞く】 

反対意見を想

定して話すに

は 

― （●相手に納得

してもらえる

ように表現す

る。） 

（●反対意見を

想定し，それ

に対する答え

を考える。） 

１ 話し合いのテーマを

決定し，自分の立場とそ

の理由，根拠を考え，反

対意見を想定し，答えを

考えて話す。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・相手に納得してもらうため

に，情報を収集したり根拠

を明確にしたりして，意見

を組み立てようとしてい

る。 

◇話す・聞く能力 

・根拠となる材料を整理し，

根拠をもとに反対意見に

対する答えを考えて話し

ている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて話や文

章の形態や展開に違いが

あることを理解している。 

Ａ(1)ア 

Ａ(1)イ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ａ(2)ア 

思判表Ａ(1)ア 

思判表Ａ(1)イ 

知技(2)ア 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ａ(2)ア 
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文法の小窓３ 

付属語のいろ

いろ 

 

文法（解説）

３ 

付属語のいろ

いろ 

２ ●付属語にはど

のようなもの

があるのかを

知る。 

１ 教材文と「解説」を読

み，助詞や助動詞のはた

らきについて理解する。 

２ 助詞の役割とはたら

き，助動詞の種類とはた

らきについて理解する。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・付属語の種類とその用法に

ついて知ろうとしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・付属語の種類とその用法に

ついて理解している。 

伝国(1)イ（エ） 知技(1)オ 

漢字の広場４ 

同音の漢字 

１ ●同音の漢字に

ついての理解

を深める。 

１ 同音の漢字について

理解し，身のまわりの同

音語を見つける。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・同音の漢字について興味を

もち、それについての知識

を深めようとしている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・同音の漢字について理解

し、その意味の違いに注意

しながら正しく使ってい

る。 

伝国(1)イ（イ） 

伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)エ 

知技(1)ウ 

走れメロス ７ 

（内，書

１） 

●登場人物や語

り手のものの

見方や考え方

についての理

解を深め，自

分の考えをも

つ。 

●描写や人称の

使い分けなど

に着目し，人

物像や心情を

表すうえでの

役割や効果を

捉える。 

１ 全文を通読し，新出漢

字や難意語句について

理解する。 

２ 全体の構成を捉える

とともに，第一場面，第

二場面を音読し，状況

（場面）設定や，人物設

定についてまとめる。 

３ 第三場面，第四場面を

音読し，できごとをまと

めるとともに，そのこと

についての自分の考え

もまとめる。 

４ 第五場面，第六場面を

音読し，メロスとセリヌ

ンティウスの言動や心

情，ディオニスの変化を

捉え，そのことについて

自分の考えをまとめる。 

５ シラーの『人質』と比

べ読みをすることによ

り，『走れメロス』に特

徴的な点を明らかにす

る。 

６ 語りの特徴を踏まえ

て読みをまとめ，感想や

意見を交流することに

よって自分の考えをも

つ。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・文章に表れているものの見

方や考え方について関心

をもち，自分の考えをまと

めようとしている。 

◇読む能力 

・文章に表れているものの見

方や考え方について理解

し，自分の考えをもってい

る。 

・描写や人称の使い分けなど

に着目し，人物像や心情を

表すうえでの役割や効果

を捉えている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・文章に用いられるさまざま

な表現に着目し，その効果

について考えている。 

Ｃ(1)イ 

Ｃ(1)エ 

伝国(1)ア（ア） 

■言語活動例 

Ｃ(2)ア 

思判表Ｃ(1)ア 

思判表Ｃ(1)オ 

知技(3)ア 

■言語活動例 

思判表Ｃ(2)ア 

７ サイドストーリーと

して「空白の三日間」を

自由に想像し創作する

ことで，読みを深める。 

◇書く能力 

・描写や心情が相手に効果的

に伝わるように書いてい

る。 

Ｂ(1)ウ 思判表Ｂ(1)イ 



11 

 

３

月 

【話す聞く】 

役割を決めて

討論する 

５ ●目的や自分の

役割をふまえ

て，グループ

で討論する。 

●相手の意見を

尊重し，自分

の考えを広げ

る。 

１ 社会生活の中から話

題を決め，自分の考えを

もつ。 

２ 「話すこと」「聞くこ

と」の既習事項を確認す

る。また，役割や討論の

あり方を理解する。 

３ テーマと役割を決め

て，グループで討論を行

う。 

４ 前時の課題を踏まえ，

役割を変えて，討論を行

う。 

５ 討論を振り返り，役割

を決める意義について

考える。 

◇国語への関心・意欲・態度 

・社会生活の中の話題につい

て，司会や提案者などを立

てて討論を行おうとして

いる。 

◇話す・聞く能力 

・相手の立場や考えを尊重

し，目的にそって話し合

い，互いの発言を検討して

自分の考えを広げている。 

◇言語についての知識・理

解・技能 

・相手や目的に応じて，話や

文章の形態に違いがある

ことを理解している。 

Ａ(1)オ 

伝国(1)イ（オ） 

■言語活動例 

Ａ(2)イ 

思判表Ａ(1)オ 

（３年 知技

(1)ウ） 

■言語活動例 

思判表Ａ(2)イ 

漢字の練習４ ― ― ― ― 伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)ウ 

移
行
措
置 

平
成
31
・
32
年
度 

漢字の練習 ― ― １ 都道府県名に関する

漢字「茨，媛，岡，潟，

岐，熊，香，佐，埼，崎，

滋，鹿，縄，井，沖，栃，

奈，梨，阪，阜」20 字

の読みや書きに習熟す

る。 

― 伝国(1)ウ（ア） 

伝国(1)ウ（イ） 

知技(1)イ 

（小学校第３学

年及び第４学 

知技(1)エ） 

 

時数合計 118時間（内，話すこと・聞くこと 15時間，書くこと 30時間） 

 

※本表中，「反対意見を想定して話すには」「漢字の練習」の時数や学習活動などについては，適宜扱う。 

※本表中，「教材目標」欄に（ ）で示してあるものは，教科書では目標として示していないが，想定される目標として設定したものである。 

※本表に記載のない教材（「四季のたより」「本の世界へ」「言葉と仕事」「ことばの散歩道」「言葉の自習室」）については，適宜扱う。 


